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1 メンテナンス 

1.1 価格のマネージメント  

 

「≡」→「設定」→「価格」を選択します。 

価格設定をすると２種類まで通貨で換算できます。①～③の項目について設定する必要があります。 

①価格マネージメント/価格グループ/セカンド通貨の設定（「1.1.1 価格詳細設定」参照） 

②対外向け価格/セカンド通貨設定（「1.1.2 価格設定」参照） 

③価格編集設定（「1.1.3 価格編集」参照） 

 

ＯＮ(緑)  ＯＦＦ(ｸﾞﾚｰ) 

切替ボタン 

① 

② 

 

③ 
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1.1.1. 価格詳細設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【価格グループ】価格帯のグループを設定できます。(必須項目ではありません） 

「Price lower limit（価格下限）」「Price upper limit（価格上限）」の条件を満たすと、配合画面「詳細」/「価格グループ」に 

「価格グループ名」が表示され確認出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① より塗料タイプを選択します。（STANDOX BASISLACK/STANDOBLUE BASECOAT/OHER 等） 

 

②「＋」をクリックし登録項目が表示されます。 

 

③「価格グループ」名を入力する。 

 

④「Price lower limit（価格下限）」「Price upper limit（価格上限）」にそれぞれ入力する。 

 

⑤価格の「表示」や「印刷」が必要な場合は、□に✔を入れる。（配合画面「詳細」/配合印刷時に確認できます） 

 

⑥「Price upper limit（価格上限）」の横にカーソルを合わせると「削除」ボタンが表示されデータ削除できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【セカンド通貨】第２通貨の計算設定が必要な場合「ＯＮ（緑）」設定にする。（必須項目ではありません） 

塗料タイプ選択 

 

④ 

 

① 

 

③ 

 

 

⑤ 

 

「価格グループ」登録完了 

「価格グループ」登録設定 

 

② 

 

 

⑥ 
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1.1.2. 価格設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対外向け価格】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①値の入力（1 よりも大きい数字か小さい数字）を入力します。 

 

② より価格の表示桁数を選択します。（#～#.0000 小数点以下 4 桁） 

 

③         より通貨を選択又は「編集」 にて直接入力し（3 桁のアルファベット等）確定させます。 

 

④対外向け価格の「表示」や「印刷」が必要な場合、□に✔を入れる。 

（配合画面「詳細」/配合印刷時に確認できます） 

 

 ＊「Print ｏｎ Label」は、適合可能なラベルプリンターを日本で販売していないため、この機能は使えません。 

 

【セカンド通貨】第２通貨の計算設定が必要な場合設定する。（必須項目ではありません） 

 設定は、「対外向け価格」と一緒です。（上記①～④） 

 ＊「通貨」は、「対外向け価格」と一緒のものも選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

③ 

 

 ④ 

 

 

「対外向け価格」登録設定 

 

「セカンド通貨」登録完了 

 

「対外向け価格」登録完了 

 

鉛筆マークで 

通貨を作成できます

（3 桁まで） 

② 
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1.1.3. 価格編集（基本価格/対外向け価格/セカンド通貨価格） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊1Ｌに対しての価格の設定となりますので、製品の単価を 1Ｌ/1000ｇで換算し入力願います。 

  （●0.5ℓ（500ｇ）は×2 倍する  ●200ｇは×5 倍する） 

  

 ＊価格は製品コード全てに入力しないと、計算されず表示されません。 

 

 【例】 ・「塗料タイプ」/ STANDOX BASISLACK  ・「% discount」（値引き）/１０％ 

・「対外向け価格」（「値」：２/「表示桁数」：#/「通貨」：JPY） 

・「セカンド通貨」  （「値」：３/「表示桁数」：#/「通貨」：STX） 

 

①   より塗料タイプを選択します。（STANDOX BASISLACK/STANDOBLUE BASECOAT/OHER 等） 

 

②「基本価格」（JPY/Ｌ）製品コード毎に価格を入力する。 

 

 ③「% discount」（値引き）必要な場合は、設定して下さい。 

 

④～⑥は②「基本価格」を入力すると自動計算されます。 

 ④「基本価格         （STX/L）」＝②「基本価格（JPY）」×「セカンド通貨/ 「値」3」×「% discount」（値引き）」 

               (BL BLACK)    270＝100×3×10％   

 ⑤「対外向け価格 1（JPY/L）」＝②「基本価格」（JPY）×「対外向け価格/「値」2」×「% discount」（値引き）」 

                        (BL BLACK )    180＝100×2×10％ 

 ⑥「対外向け価格 2（STX/Ｌ）」＝④「基本価格」（STX）×「対外向け価格/「値」2」 

                        (BL BLACK )    540＝100×3×2×10％   

② 

 

④ 

 

⑤ 

 

⑥ 

 

① 

 
塗料タイプ選択 

 

③ 

 

「価格編集」登録設定 

 

「価格編集」登録完了 

 ① 

 ② 

 

③ 

 

④ 

 

⑤ 

 
⑥ 
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1.2 インポート/エクスポート 

価格のエクスポート/インポートが可能です。エクスポートされたデータは、デスクトップ又は、ご指定された場所にファイル

で保存されます。 

 

 

 

 

   【価格ファイルのインポート】 

 

①「インポート」アイコンをクリックします。 

②「価格のインポート」スクリーンでインポートしたいファイルを選択します。 

③「価格/通貨」「価格グループ」「設定」を選択し、右下の✔をクリックすると結果が表示されます。 

④右下の✔をクリックし終了します。 

 

【価格ファイルのエクスポート】 

①「エクスポート」アイコンをクリックします。 

 

②エクスポートするデータを選択します。 

「価格/通貨」「価格グループ」「設定」「ファイルタイプ」         

（ZIP/XML/CSV）     

 

③ファイルを 「開く（Open）」 か「保存（Save）」 の選択を       

 します。 

 

 

●「保存場所」「ファイル名」を入力し「保存」ボタンをクリックすると、保存されます。 

 

 

 

 

 

←保存場所 

←ファイル名 
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2.1 ユーザー管理 

ユーザー管理では、パスワードで別々の設定をすることによってソフトのアクセスの割り当てができます。 

2.1.1. ユーザー 

「≡」→「設定」→「ユーザー」を選択します。 

このスクリーンでは、カラーソフトにアクセスする「ロール」を予め割り当てることができます。 

「＋（ﾕｰｻﾞｰを追加）」をクリックすることにより、それぞれのユーザーを登録し、「ユーザー」「パスワード」「ロール」を追加 

します。最初に設定の権限のある「スーパーユーザー」を設定する必要があります。 

 

【ユーザー】 

 

 

 

 

 

 

 

「＋（ユーザーを追加）」をクリックしユーザー作成をします。＊最初に設定権限のある「スーパーユーザー」を設定します。 

 

 

 

 

 

→価格・個人データ等パスワード設定をする場合    

 (ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞのみ/名前とﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ/ﾕｰｻﾞｰ名のみ) 

 （ﾕｰｻﾞｰの設定が必要） 

 

→個人データを編集時、パスワードでプロテクト可能 

 （ﾕｰｻﾞｰの設定が必要） 

 

→誰が秤量したか確認したい場合は ON 

 （ﾕｰｻﾞｰの設定が必要） 

 

 

ＯＮ(緑)  

 

ＯＦＦ(ｸﾞﾚｰ) 

 

切替ボタン 

 

→スーパーユーザー/アドバンスト/ノーマル ユーザーの設定 

（名前・パスワード登録） 

→ユーザー別、作業内容の設定 

「ユーザー」登録設定 

 ① 

 

③ 

 ④ 

 

② 

 

「ユーザー」登録完了 
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 ①「名前」を入力する。 

  

②     より、「スーパーユーザー/アドバンスト/ノーマル」選択する。 

 

③「パスワード」「パスワード確認」へパスワードの入力をする。（1 桁～設定可能） 

 

④右下の✔をクリックすると登録が完了します。 

 

【ロール】 

ロールでは、それぞれユーザー別に作業内容の設定ができます。 

  ●スーパーユーザー →カラーソフトの全ての権限を持つ方 

  ●アドバンスト          →カラーソフトの一部にアクセスできる方 

  ●ノーマル              →カラーソフトのアドバンストユーザーがアクセスできる箇所は入れません 

                 （カラー検索・スケールにアクセス可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カスタムロール下に登録したユーザー名がある場合は選択し、新規の場合は「＋追加」をクリックし、 

ユーザーの追加作成をします。 

 ①「ユーザー」にて登録した「名前」を入力する。 

 

 ②「カスタムロール」下に表示された「名前」を選択する。 

 

 ③②にて選択された「名前」のチェック欄が項目の横に表示されます。 

③ 

 

② 

 

① 

 

「ユーザー」登録完了一覧 

 


